
開催期間　　 料金　　 休館日開 料 休

施設インフォメーション
※7月１日時点の情報です。その後、中止や延期となる場合があります。開催に関する最新情報はホームページなどでご確認ください。
※改修工事のため休止しております、とうほう・みんなの文化センターは、令和８年９月１日(火)より再開を予定しています。
　県歴史資料館は、工事期間中も引き続き開館しています。
★印は前売り券などが必要な有料のイベントです(他は入場無料)。予定につき内容が変更される場合があります。

県からのお知らせ

●8月5日（水） 第14回特別支援学校作業技能大会
●8月15日（土）～16日（日） 東北六彩マルシェ2026 in 福島県
●8月22日（土）～23日（日）
　リカちゃんリトルナーススクール2026（看護体験イベント）

ビッグパレットふくしま 郡山市南二丁目52
☎024（947）8010

●9月1日（火）～7日（月）
　第23回猪苗代湖･裏磐梯湖沼フォトコンテスト入賞作品展
●9月17日（木）～21日（月・祝）
　第12回 水彩画クラブ 朋友展
●9月28日（月）～10月9日（金）
　令和8年度 下水道ポスターコンクール作品展示会

コラッセふくしま 福島市三河南町1-20
☎024（525）4098

●9月22日（火・祝）　
　コミュタンフェスティバル in Autumn

福島県環境創造センター交流棟
「コミュタン福島」

田村郡三春町深作10-2
☎0247（61）5721

環境水族館
アクアマリンふくしま

いわき市小名浜字辰巳町50
☎0246（73）2525

開校しました！企画展「サンマの学校」
　アクアマリンふくしまが開館以来、研究・展示を続けてき
た、サンマにスポットを当てた企画展「サンマの学校」では、
生態はもちろん、歴史や最新研究まで、サンマについて楽
しく学ぶことができます。
　会場では、顕微鏡でサンマの餌となる生き物を観察した
り、骨のつくりや卵から成長する様子を映像で学んだりでき
るコーナーを設置しています。また、夏休み期間中はサン
マにちなんださまざまなイベントを開催。自由研究のテー
マにもぴったりで、ご家族そろってお楽しみいただけます。
　 令和９年1月11日（月・祝）まで
　 一般・大学生1,850円、
　 高校生・小中学生900円、
　 未就学児無料
　 なし
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●8月8日（土）～11月15日（日）
　県政150周年記念「福島県誕生」（福島県歴史資料館展示室）
●8月29日（土）～30日（日）
　福島県文化センター再開館記念・県政150周年記念事業
　県民劇でたどる『ふくしまの歴史』★
●9月11日（金） 演歌熱唱！夢の競演★
●9月13日（日） 名作こども映画会「がんばれスイミー」★
●9月18日（金）～27日（日）
　福島県政150周年 第80回記念福島県総合美術展覧会（県展）

とうほう・
みんなの文化センター

福島市春日町5-54
☎024（534）9191

福島県立美術館 福島市森合字西養山1
☎024（531）5511

「松本市美術館所蔵
草間彌生 版画の世界　―反復と増殖―」

　 9月23日（水・祝）まで
　 一般・大学生1,500（1,300）円、中・高校生1,300（1,100）円、
　 小学生500（400）円※（ ）内は前売および20名以上の団体料金
　 月曜日（7月20日、8月10日、9月21日は開館）、
　 7月21日（火）、8月12日（水）
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　世界的前衛芸術家・草間彌生（1929-）の版画の世界をご
紹介する展覧会です。本展では、世界最大級の草間コレク
ションを誇る故郷・長野県の松本市美術
館が所蔵する版画作品に作家蔵を加えた
約160点により、草間彌生の版画芸術の
魅力と軌跡に迫ります。

《南瓜》1986年©YAYOI KUSAMA

福島県文化財センター白河館
まほろん

白河市白坂一里段86
☎0248（21）0700

企画展「ふくしまのかお」

　 ９月27日（日）まで　　　無料
　 月曜日（7月20日、8月10日、9月21日は開館）、
　 8月12日（水）、9月24日（木）
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　土偶や埴輪などの「かお」の表現のある考古資料が大集合
する企画展。
　まほろん収蔵資料に加え、各
市町村所蔵の県指定重要文化財
を含む資料を展示します。
　多彩な表情の「ふくしまのかお」
をご覧いただく絶好の機会です！

縄文時代の出土品（当館収蔵）

福島県立博物館 会津若松市城東町1-25
☎0242（28）6000

開催中「大恐竜展 新発見の堅頭竜類ザヴァケファレ」

　 ９月23日（水・祝）まで
　 当日券：一般・大学生：平日1,700円、土日祝・指定日2,000円
　 高校生：平日1,000円、土日祝・指定日1,200円
　 小中学生：平日500円、土日祝・指定日600円
　 月曜日（7月20日、8月10日、9月21日は開館）、
　 祝日の翌日（7月21日）
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　世界中から会津に恐竜が多数集結！世界初公開となる新
種「ザヴァケファレ」の全身骨格化石やピナコサウルスの喉
の化石など、計60種を展示しています。福島県での恐竜
発見から40年、県立博物館
の開館40周年を記念した特
別展です。子供から大人まで、
ご家族連れでも楽しめます。
　この夏は、県立博物館へ
恐竜に会いに来ませんか！ 恐竜の社会や多様性を

知ることができる企画展

　県内の高校生などが各校で取り組んできた地域課題探究
活動などの成果を発表する、県内初となる「探究」の大規模
イベントを開催します ! 豪華ゲストによるステージ発表やパ
ネルディスカッションを通じて、楽しく「探究」を学べます。
企業ブースや高校生による商品販売、キッチンカーの出店
やゆるキャラの出演など、催しが盛りだくさんです。
　ぜひお越しください !

催  

し 令和８年度探究EXPO

　県庁高校教育課　☎024（521）7775

探究 EXPO 検 索

問

日時 9月12日（土）午前10時～午後3時
会場 郡山総合体育館（宝来屋ボンズアリーナ）
料金 無料

案  

内
不動産取得税の軽減措置（被災代替不動産
および三世代同居・近居住宅）について

　東日本大震災により被災した不動産または原子力災害に
より被災した不動産の所有者が、それらに代わるものを福
島県内で取得した場合に、不動産取得税が軽減される場合
があります。
　また、18歳未満の方を含む三世代以上の方が、同居ま
たは近居する住宅を令和13年3月31日までに福島県内で
取得した場合に、不動産取得税の税率が2分の1（3％→
1.5％）に軽減されます。（軽減額は30万円が上限）

福島県　不動産取得税　軽減 検 索

最寄りの地方振興局県税部または県庁税務課
☎024（521）7068

問

募  

集
難病ピアサポーター養成研修
（初心者コース）

　ピアサポートとは、自らの患者経験を生かして仲間（ピア）
を支える活動です。
　福島県難病相談支援センターでは、難病ピアサポーター
として活動を希望される方向けの養成研修を開催します。

福島県難病相談支援センター 検 索

日　　時 8月29（土）午前10時30分～午後3時
（昼休憩あり）

会　　場 福島テルサ・中会議室「あづま」
対　　象 県内在住の難病患者および家族

応募期限 定員（12名）に達し次第締め切り
講　　師 富山大学学術研究部人文科学系 伊藤智樹教授

応・問 福島県難病相談支援センター
☎024（521）2827

　福島県の農業に関する研究を行う農業総合センターでは、
試験研究の成果や食の安全の確保、環境と共生する農業に
対する支援などの取り組みを紹介する「農業総合センターま
つり」を今年も開催します。
　セミナー、農業技術相談や農産物販売のほか、野菜収穫
体験など、お子様が楽しめるコーナーもご用意しております。
　ぜひご来場ください。

催  

し 第１９回農業総合センターまつり開催

　農業総合センター企画経営部企画技術科
　☎024（958）1700
問

日時 ９月４日（金）～５日（土）
両日ともに午前９時３０分～午後３時

会場 農業総合センター（郡山市日和田町）
料金 無料

福島　センターまつり 検 索

　「県展」の名で親しまれている県内最大の総合美術展覧会
を開催します。県内や県出身者から作品を公募し、作品発
表の場、登竜門として多くの優れた美術家を輩出してきま
した。
　日本画、洋画、彫刻、工芸美術、書の５部門に出品いた
だいた作品を展示します。

催  

し 第80回記念福島県総合美術展覧会

　県庁文化振興課　☎024（521）7154

福島県展 検 索

問

日時 9月18日（金）～27日（日）
観覧時間は午前9時30分～午後5時
（9月18日は午前10時開会、9月27日は午後4時閉会）

会場 とうほう・みんなの文化センター（福島県文化センター）
料金 入場無料

ただいまふくしま 2026 検 索

　首都圏にお住まいの20～ 30代の本県
出身者を対象とした交流会を、東京都内
で開催します。同世代の本県出身者同士
で横のつながりを作る絶好の機会です。
　対象となるご家族、ご友人・知人がい
らっしゃいましたら、ぜひご案内ください！

募  

集
「ただいま、ふくしま。2026 in東京」
参加者募集中

対　　象 首都圏にお住まいの20～30代の本県出身者
（定員200名）

開催日時 8月29日（土）午後2時～午後5時（予定）

応募方法 以下特設サイトよりお申し込みください。

会　　場 WITH HARAJUKU HALL
（東京都渋谷区神宮前1丁目14-30 3階）

問 ただいま、ふくしま。2026運営事務局
（株式会社インターコム内）

14
「県からのお知らせ」を読んで、防災気象情報が変わることを知りました。災害リスクの再確認は大切ですね。
（70代・金山町）

読者からの
お便り

つながるふくしま
ゆめだより
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